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氏 名     鶴田 美知子 

推薦団体    熊本市 

主な活動地   熊本市 

概要 

鶴
田 

美
知
子 
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鶴
田
美
知
子
氏
は
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
長
き
に
わ
た
り
、
熊

本
県
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
肥
後
て
ま
り
」
を

制
作
さ
れ
て
い
る
職
人
で
す
。 

 

「
肥
後
て
ま
り
」
は
、
芯
に
ヘ
チ
マ
を
使
い
、
綿
で
く
る
ん
で

木
綿
糸
を
均
等
に
巻
い
た
土
台
に
基
礎
綿
を
入
れ
た
後
、「
肥
後

六
花
」
な
ど
の
伝
統
的
な
文
様
を
か
が
り
制
作
し
ま
す
。
江
戸
期

か
ら
肥
後
の
女
性
た
ち
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
手
法

を
守
り
な
が
ら
、
氏
は
、
幾
何
学
紋
様
で
「
き
ず
な
」
を
増
や
し

た
新
し
い
作
品
作
り
に
も
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
五
年
か
ら
、「
肥
後
て
ま
り
同
好
会
」
の
代
表
を
受
け
継

い
で
後
進
の
指
導
を
行
う
ほ
か
、
平
成
二
十
二
年
か
ら
、
熊
本
市

下
通
繁
栄
会
が
主
催
す
る
「
肥
後
の
つ
り
て
ま
り
」
に
賛
同
し
県

内
の
各
企
業
の
職
員
や
学
生
に
「
て
ま
り
作
り
の
講
習
会
」
を
行

う
な
ど
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
氏
は
、
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
「
肥
後
て
ま
り
」

の
保
存
継
承
を
通
じ
て
、本
県
の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。 

   

昭
和
五
十
一
年 

 

「
肥
後
て
ま
り
同
好
会
」
に
入
り
制
作
開
始 

昭
和
五
十
四
年 

 

「
肥
後
て
ま
り
」
が
熊
本
県
伝
統
的
工
芸
品

に
指
定 

平
成
五
年 

 
 
 

「
肥
後
て
ま
り
同
好
会
」
代
表
と
な
る 

平
成
二
十
二
年 

 

肥
後
の
つ
り
て
ま
り 

指
導
・
監
修 

 

役 

職 

 
 
 

・
一
般
社
団
法
人
く
ま
も
と
工
芸
協
会
会
員 

 
 
 

・
熊
本
県
伝
統
工
芸
協
会
理
事 

 
 
 

・「
肥
後
て
ま
り
同
好
会
」
代
表 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴 


